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滝根地区隊消防団組織図

地区隊長
永井 弘純

副地区隊長
先﨑 晋一

訓練分団長　角田 久夫
 （訓練担当）

庶務分団長　矢部 雄二
 （ラッパ隊担当）

第１分団
分団長　永﨑 英和

第２分団
分団長　吉田 義美

第３分団
分団長　小林 勝雄

第１分団
副分団長　吉田 恵男

第２分団
副分団長 佐久間 真治

第３分団
副分団長　梅田 健一

地域の安全安心を守る
　　　田村市消防団

No.8

消 防 団 だ よ り
　
消
防
団
の
組
織
や
活
動
内
容
な
ど
を
紹
介
す
る「
消
防
団
だ
よ
り
」の
第
８
回
目

は
、
滝
根
地
区
隊
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
滝
根
地
区
隊
は
、
地
区
隊
長
を
筆
頭
に
副
地
区
隊
長
、
訓
練
分
団
長
、
庶
務
分

団
長
、
菅
谷
・
神
俣
・
広
瀬
地
区
を
統
括
す
る
分
団
長
３
人
の
計
７
人
の
幹
部
と
、

副
分
団
長
３
人
、
部
長
６
人
、
班
長
12
人
、
団
員
１
６
２
人
の
合
計
１
９
０
人
で
、

ポ
ン
プ
車
１
台
、
積
載
車
10
台
を
所
有
し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
の
活
動
は
、
地
元

か
ら
火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
団
員
一
丸
と
な
っ
て
ポ
ン
プ
試
運
転
や
中
継
訓
練
、

機
械
器
具
点
検
を
行
う
な
ど
緊
急
の
火
災
出
動
に
備
え
る
と
と
も
に
、
査
察
や
車

両
に
よ
る
無
火
災
広
報
な
ど
で
予
防
消
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▲

写
真
の
後
列
右
か
ら

　
吉
田
義
美
、
小
林
勝
雄
、
梅
田
健
一
、

　
吉
田
恵
男
、
永
﨑
英
和
、
佐
久
間
真
治

▲

写
真
の
前
列
右
か
ら

　
角
田
久
夫
、
永
井
弘
純
、
先
﨑
晋
一
、

　
矢
部
雄
二

頼
り
に
な
る

　
消
防
団
を
目
指
し
て

田村市消防団
滝根地区隊

隊長　永井弘純

　
私
た
ち
の
住
む
滝
根
町
は
、
住
民
の

皆
さ
ま
の
防
災
意
識
が
と
て
も
高
い

地
域
で
す
。
昨
年
７
月
に
そ
の
他
の
火

災
が
発
生
し
て
以
来
、
無
火
災
が
続
い

て
い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
４
月
に
建

物
火
災
が
発
生
し
、
無
火
災
記
録
は
途

絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
引
き
続
き

予
防
消
防
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
滝
根
地
区
隊
は
、
地
区
隊
本
部
と
３

つ
の
分
団
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
地
区
隊
本
部
・
各
分
団
の
幹
部

が
変
わ
り
ま
し
た
が
、
防
災
意
識
を
今

ま
で
以
上
に
強
く
持
ち
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ま
に
頼
り
に
さ
れ
る
消
防
団
を

目
指
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
気
温
が
上
が
り
、
林
野

火
災
な
ど
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま

す
。
山
で
喫
煙
し
た
り
ご
み
を
燃
や

し
た
り
し
な
い
よ
う
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

交
換
時
期
に
注
意

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、

10
年
を
目
安
に
交
換
が
必
要

で
す
。
点
検
や
電
池
交
換
の

際
に
、
本
体
の
交
換
時
期
を

確
認
し
、
計
画
的
に
交
換
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

交
換
時
期
は
、
警
報
器
の
種

類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
ガ
ス
警
報
器
に
は
「
住
宅

用
・
ガ
ス
・
Ｃ
Ｏ
警
報
器
」

が
あ
り
、
交
換
時
期
は
５
年

で
す
。

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
は
、

交
換
時
期
の
目
安
と
な
る
よ

う
、
設
置
年
月
日
を
記
入
し

た
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い
る

も
の
や
、
音
で
交
換
時
期
を

知
ら
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
警
報
器
の

取
扱
説
明
書
で
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

火災に注意しましょう！

　東日本大震災により、福島県内では 20 万棟を超える建築物が被災し、木造住宅も多数の被害を受けました。
現在の耐震基準（昭和 56 年 6 月から施行）以前に建設された住宅は、地震に弱いものが多いといわれており、
必要に応じて耐震性を高める補強をすることが望まれます。
　市では、耐震診断および耐震改修に対する補助事業を実施します。
　耐震診断および耐震改修を実施して、住まいの安心と安全を確保しましょう。

①木造住宅耐震診断者派遣事業
建築士が現地を調査し、地震に対する住宅の強さを診断
します。
●対象となる建物
昭和 56 年 5 月 31 日以前に建設された戸建て木造住宅
●費用負担　耐震診断消費税相当分、一律 8,000 円
●申込期限　8 月 31 日（月）

問・申建設部 都市計画課(82-1114

②木造住宅耐震改修支援事業
地震に耐えられるよう必要な補強工事を行う方に補助金
を交付します。
●対象となる建物
耐震診断を実施した結果、耐震基準を満たさない戸建て
木造住宅
●補助金の額　耐震改修に要する費用の 2 分の 1 かつ
　　　　　　　100 万円以内の額
●申込期限　8 月 31 日（月）

木造住宅 耐震化のススメ

山
開
き
シ
ー
ズ
ン
到
来

　
山
々
に
新
緑
が
広
が
り
、
本
格
的
な
登
山
シ
ー

ズ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。
市
内
で
は
、
５
月
17
日

に
片
曽
根
山
と
大
滝
根
山
で
、
24
日
に
は
高
柴
山

で
山
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
を
待
ち
わ

び
た
大
勢
の
家
族
連
れ
や
登
山
愛
好
家
な
ど
が
、

山
道
を
登
り
、
雄
大
な
景
色
や
新
鮮
な
空
気
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

　
新
緑
や
季
節
の
花
を
愛
で
な
が
ら
、
心
地
よ
い

汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

市内の山を掲載した登山ガ
イドマップを無料で配布し
ています。本庁の窓口や各
行政局、各出張所に置いて
ありますので、ご利用くだ
さい。

▲大滝根山山頂で花を眺める登山愛好家の方々（5/17）

▲片曽根山では鬼五郎幡五郎太鼓の音が青空に響きわたりました（5/17）


